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　Ａ phytosociological study of the primeval forest was carried out on Mt. Kuishi in Kochi
Prefecture. The　Ａｂｉｅｓ　ｆｉｒｍ ａ forest at altitudes of 980 － 1160m (cf. Tables l and 2) is ａ
climatic　climax　in the temperate ecotone and may be regarded as the　1111cie£ｏ･Abietｕｍ
りｃｌｏｈａｌａｎｏｐｓｉｄｅtｏｓｕｉｎ.This association occurs on the slope and along the stream, where
Ｃｙｃｌｄｆｏｌａｎｏｐｓiｓａａ･to (a species of evergreen Ｑｔicｒｃｕｓ）ｃｏｍｅs in contact with Ｆａｅｕｓ ｃｒｅｔｉａtａヽ
The Ｃ hｗｎａｅｃｙｐａｒiｓ ob£ｕｓａ-Ｔｓｕｇａｓieboldii forest on the ridge (cf. Table 3) is an edaphic
　　　　　●climax which is included in the･ Ｐｉｅｒｉｄｅ£０-Ｔｓｕｇｅtｕｍ.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　　え　　が　　き
　高知県土佐郡土佐山村の工石（くいし）山（海抜1177m, 5万分の１地形図高知）は，高知市か
ら日帰りで往復できる山として登山者にしたしまれている．海抜1000m前後から頂上にかけてよい
天然林が残っており，ヒメコウモリソウ.（Ｃａｃａｌｉａ ｓliifeofei。ｌａMakino)などのtype locality で
もあるし，また各所に珪岩の岩場かおりコケ類や地衣類も多く，植物学者にも知られているところ
である．しかし，この山の植生については従来まとまったものはほとんどなく，最近山中C1957,
1961)がモミ林やヒノキ林にふれたほが，山中・吉村(1961 a, b）の地衣群落についての報告があ
るていどにすぎない．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　山中(1961)は，さきの総括的な研究で工石山および隣接の樫山峠のモミ林を，四国の中間温帯
　（鈴木1962にしたかい，従来の暖帯から温帯への推移帯または間帯である）の代表的な林とみな
し，モミーシキミ群集のアカガシ亜群集としてとりあつかった．すでに四国の中間温帯についての
論議は二三にとどまらないが（山中1961参照），その後四国のモミ林・ツガ林・スギ林を含む中間
温帯の森林をさらにひろく資料を集めて検討してみたいと考えた私は, 1962年に当時の学生羽方雅
彦君の援助を得て，まず工石山について調査をおこなった．さらにその後に得られた資料をも加え
て，その概要を報告することにした．ここに羽方君に感謝するとともに，二三の植物の同定と確認
をしていただいた大井次三郎，籾山泰一，村田源の諸氏にあつくお礼申しあげるしだいである．
　　　　　　　　　　　　　　　地形，地質，および気候
　工石山は最高点から三方に尾根か派出し，北東へのびる稜線は赤良木峠を経て三辻山にいたり，
西は鏡村の北部につらなる．これらの稜線が土佐山村と土佐村の境界をなし，北は吉野川，南は鏡
川の流域にわかつ分水嶺となっている．南方への稜線は土佐山村桑尾にむかってしだ,いに低くなっ
ている．これらの稜線にはさまれた城（じよう）と東川むきは，深くはないが谷となっていて，城
むきの谷の上部は通称「サイのカワラ」とよばれている．
　地質は古生層で珪岩を主体とし，頂上北側に局部的に石灰岩が出ているが露出はきわめて狭小で
ある．ことに現在森林の残っているところはすべて珪岩地帯で，土壌は比較的浅い場所か多く，稜
線や沢ぞいに絶壁や露岩が多い．そのため赤良木峠にむかう尾根では，いたるところに風倒木を見
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１）
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かける．
　気候に関する資料は欠げているため，高知市での統計から推定するほかない.65年間の平均気温
から減率0.51（関口1949)をもって求めると，海抜約800mで暖かさの指数がほぽ85°となり，積
算温度から推定したブナの生育下限となる（吉良1949,なお山中1953参照）．またこの高さで寒
さの指数はほぽ－10°であるが，頂上ではほぽ－15°となるためカシの上限となり，この間でブナと
カシのつながりを理論的にも明らかにすることが可能である．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　調　査　の　方　法
　調査は，（Ａ）工石山通夜堂から頂上にいたる登山路にそう南東むきの山腹斜面（以下山腹とい
う），（Ｂ）サイのカワラぞいの谷筋（以下谷筋という），および（Ｃ）頂上から赤良木峠にいたる稜
線ぞい（以下稜線という）の３地域で，それぞれlOxlOmの方形区10個をとっておこなった．この
うち，山腹および谷筋では海抜20mおきにしらべたが，稜線では1080～1100mで緩傾斜となりそれ
以下では造林となるため20m間隔とはなっていないし，また980～990mの２地点は谷筋によった支
稜上にえらんだ．優占度は5～＋の６階級であらわし，総合優占度と10階級の常在度を求めた．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　調　査　の　結　果
　Ａ．山　腹（第１表）
　全体として針広混生林で，高木層には針葉樹ではモミ，常緑広葉樹ではアカガシが全域にわたっ
て多く，落葉広葉樹ではコハウチワカエデとブナがとくに1050m以上では少なくない．亜高木およ
び低木層にはハイノキとシキミがいちじるしく，林床にはハイシキミの優占する場所が多い.1100
mから上部ではヒノキが比較的多く，これにともなってホンシャクナゲ・シロドウダン・ソヨゴ・
ネジキなどが出現する．
　Ｂ．谷　筋（第２表）
　ここでもやはりモミが多く，アカガシは山腹ほど普遍的には見られず，ことに上部には出現しな
い．コハウチワカエデ・ブナ・ヒメシャラなどの落葉広葉樹や，ヒノキおよびツガがまじり，全体
として高木層の樹種は山腹よりも多い．林内にシキミとハイノキが多いのは山腹とおなじである
が，ハイノキは高所で見られないところがあり，またこの地域ではシロモジ・ウスゲクロモジなど
が増加している．林床の優占種はハイシキミのところが多いが，場所によりヒナスゲがよく繁茂し
ているのとツタウルシの匍匈がめだっている．
　Ｃ．稜　線（第３表）
　ここでは圧倒的にヒノキが多くこれにツガをまじえた林となり，モミ・アカガシ・ブナ・コハウ
チワカエデなどは少ない．したがって林内にはホンシャクナゲ・クロソヨゴ・アセビのような常緑
の亜高木および低木が多い．林床はハイシキミの優占するところが普通であるが，バイカオウレン
の存在もいちじるしい．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考　　　　　察
　以上の調査結果から明らかなように，山腹と谷筋の両地域は明らかにモミを主体とし，稜線では
ヒノ牛またはツガに代表される林であり，この両者は組成的にまったく別の群集である．
　モミ林はさきに山中(1961)がとりあつかったようにモミーシキミ群集である．この群集は初め
鈴木・蜂屋(1951)により伊豆半島から記載されたが，のちに鈴木(1961)は本州西部や九州の資
料を加えて再検討し，これをアセビ，ヒメシャラ，およびアカガシの３亜群集にわけた．このさい
本州西部のアセビ亜群集が群集の主体をなし，ヒメシャラ亜群集は伊豆に見られる辺縁部の亜群集
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２）
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と考え，四国と九州は地理的にもスダジイ群団（鈴木1952)の標緩種を含むアカガシ亜群集の領域
とみなした．これにしたがって山中(1961)も，この工石山のモミ林を隣接の樫山峠のモミ林など
とともにモミーシキミ群集のアカガシ亜群集とするのか妥当と考えた．
　工石山に見られるモミーシキミ群集の標徴種はモミ・ケナシアオハ’ダ（和としてアオハダ）・イ
ヌツゲ・ヒイラギ・コガクウツギであり，鈴木(1961)のあげた標徴種のうちイワガラミ・マツブ
サ・ヤブムラサキは，四国地方ではこの群集を含むツガ群団（鈴木1>952)の標徴種となるか，こ
の群団に含まれる他の群集の標緩種となっている（山中1961).またシキミは，四国ではウラジロ
ガシ・ツクバネガシ・イスノキなどをまじえたスダジイ林やツガ林とほぽ同程度の優占度と常在度
をもっているので標徴種から除いた．
　アカガシ亜群集の識別種としては．アカガシ・ハイノキ・シロダモ・ヒサカキ・ヤブニッケイ・
ヤブッバ牛などがあり，明らかにスダジイ群団の標徴種が多い．このうちハイノキは前述のシイー
カシ林やツガーカシ林よりもむしろモミ林と結びつきの強い傾向かおり，四国では地域的標徴種と
みなすこともできる（山中1961).しかしこの点については，最後には各地の資料を比較検討して
決定しなければならぬことはいうまでもない．ところで工石山のモミ林には，鈴木のあげた識別種
としてはアセビ亜群集の植物がもっとも多く，アセビ・ツタウルシ・コハウチワカエデ・タンナサ
ワフタギ・ハイシキミなど17種を含み，またこの亜群集のウスギョウラク変群集の識別種のなかに
はブナ・イヌシデ・ヒノキなど10種，シラキ変群集ではクマシデ・アカシデなど８種は工石山のモ
ミ林に共通である／しかしながら地理的に見ても，また鈴木かあげたアカガシ亜群集の識別種であ
るアカガシおよびハイノキの優占度と常在度を他の亜群集の識別種と比較考察するなら，この場合
はアカガシ亜群集とみなすのが適当であろう．群集の標緩種や亜群集の識別種は，多くの地域で調
査し，また他の多くの群集や亜群集と比較すれば，その種類数がかなり少なくなることが予想され
る．
　さきにも述べたように，山腹の1100m以上でヒノキ・ホンシャクナゲなどが多くなるのは，頂上
に近い稜線よりのところであるという地形的な原因によるものと考えられ，ここでは明らかにヒノ
キ・ツガ林の要素か多くなる．
　山腹と谷筋とを比較すると，ここにも多少の組成的な相違を見ることができる．谷筋でヒメシャ
ラ・カナクギノキ・ホウノキ・ツルアジサイ・トサノミッバツツジ・イボタノキ・コバノトネリコ
・キバナツクバネウツギ・ウスゲクロモジ・ヤマシグレ・コミヤマカタバミなどの存在がそれであ
り，そのなかにはヒノキ林・ツガ林・サワグルミ林などの標徴種となっているものもある．ヒメシ
ャラは明らかに工石山では谷筋に多いが，これによってヒメシャラ亜群集に近いものとは速断でき
ない．しかし西南日本のアカガシ亜群集の領域内で谷ぞいにヒメシャラ亜群集が衰退して存在する
ものと解釈すれば，ひとつの変群集として考えることも可能であろう．
　稜線のヒノキーツガ林は，ヒノキ・ホンシャクナゲ・シロドウダン・アケボノツツジ・アセビ・
ソヨゴ・クロ ミヤマガンピ・ケアクシバ・ホソバコケシノブ・
バイカオウレンなどを群団または群集の標徴種とする林で，これは山中(1961, 1962)の考えてい
るヒノ牛群団に属する．工石山ではヒノキの優占するところが多いが，群集としてはツガーアセビ
群集（山中1961)である／ただヒノキーツクシシャクナゲ群集（山中1957)をひろく考えるとその．
アセビ亜群集となる．いずれにしても，これは土壌の浅い稜線上に成立した土地的極盛相である．
　以上要するに，工石山には山腹と浅い谷ぞいには中間温帯の気候的極盛相としてモミを主体とす
る林が，稜線には土地的極盛相としてヒノキーツガ林が，人為の影響をこうむることなく残存し，
その点で植物群落学的に注目してよいところといえる．したがってこの国有林は現在水源涵養保安
林であるが，今後は風致と学術参考の上からも適切な保護を望みたい．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３）
４ 高知大学学術研究報告　第12巻　　自然科学　Ｉ　第１号
　なお四国の暖温帯から中間温帯への推移についての問題や，モミ林とツガ林との関係について
は，稿を別にして総括的な論議をおこないたいと考え，ことにはふれないことにした．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　　　と　　　め
　高知県工石山では海抜1000mT狗後から頂上(1177 m）にかけてよい天然林が残っているが，植物
群落学的研究の結果，次のことが明らかになった．
　山腹の斜而や谷ぞいは気候的極朧相であるモミ林の領域で，アカガシとブナが混生し，かつスダ
ジイ群団およびブナ群団の要素を共に含むが，これはモミーシキミ群集のアカガシ亜群集とみなさ
れる．稜線では土地的極盛相としてヒノキ型森林のツガーアセビ群集が見られる．このような点か
ら，工石山の天然林は四国の中間温帯の代表的なもののひとつとして，注目に値するものであり，
現状のままで保護されることが望まれる．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　付　表　の　説　明
　階層は左端に高木，亜高木，低木，草本層を，それぞれ１～４の数字で示した．（　）および｛　｝はそ
れぞれその直下またはさらに下の陪回にとどまるものの優占度を示す．ＬおよびＥは藤本および着生植物で
ある．
　群団標徴種には，おなじ群団にぞくする他の群集の標微種を含む．
　シロドウダンはベニドウダンを含む．
　The stratification is as follows :（’りupper tree stratum, (2) lower tree stratum. (3) shrub stratum,
and W herb stratum. The dominance of young individuals in the lower strata is parenthesized. Ｌ and
Ｅ indicates respectively lianes ar.d epiphytes.
　The characteristic species of the alliance include those of associations belonging to the same alliance.
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　　　Characteristic species ･of association
　V Abies firma
　　　ｎｅエmacropodaV. pseudoinacroboda
　2 Osmanthus ilicifolius
　　　ｎｅエcrenaは
　I Hydrangea Ititeo、enosa
　　　Differential species of subassociation
　1 Cyclobalanopsis ａｃｕは
　　　Cornus controversa
　Ｉ Symplocos ｍｙはcea
　　　Neoiitsea Ｓｅ石cea
　　　Rhodode?jdron xveyrichii
　　　ILurya iapontca
　　　Cinnamortium japomcwn･1
　　　Characteristic species of alliance
　1 Tsuga sieboは1･i
　　　Carf>i≪ttstscho7iosfeti
　　　Schizop＼iragnia b:ydrangeoidei(L)
　2Callicarpa mollis
　3 EuonynμiS forμ･inei V.Γαぶcans (L)
　　　L.indera sericeav.glabraは｀
　4 Skimmia japon･tea V. intermedia
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　{. repenl5
　　　Companions and strangers
　１ Acer sieboldianum
｀　　Fagus crenaは
　　　Carpinas carpin叫des
　　　Chaniaec:yparis obttisa
　　　Acanlhopanaエsciadophylloides
　　　Acer ｒ･ufineriﾉど
　　　A. pain･laは･。･1
　　　Ａ．ｊ･nicranth･um
　　　Rhus ambigiia(Ｌ)
　　　Carpiniis laエボora
　　　Betuほgrossa
　　　Styraエjapo･lictis
　　　Pru-mis jarruisofetir‘ａ
　IIμicitini religiostim
　　　TihnfLfidp.nAron･■meltemichii ｖ. hojidoense
　　　Parabenzoiヽｎ trilobiim
　　　Pieris laponica-
　　　Pourthiaea villosav. laevis
　　　Clethra barbiner-vis　｡
　　　hyonia ＯでalifoliaV. elliptica
　　　Fraxinus siebo乙diana
　　　Trltomodon ccrnuus
　　　Symplocos coreana
　　　Ｈｅエ:pedunculosa
　　　Rhtis trichociv)･pa
　　　Acer mo?toV. marnioratian ｉ．dissectu･111
　　　Etioりlm･,sｏコcvt>hがlus
　I Hynふlophyllwni barbaium(E)
　　　Vibi.ぽｎ･winero$･１．｡ｍ
　　　Smilax d山Id(Ｌ)
　　　Sorbus gracilis
　　　Rub･｡IS palniaはS
　　　Berberis tjl!mbergii
　　　Callicarpa j apo7iica
　　　･Wikstroemia albiflora
　　　AI･ipelopsis bｒｅ。ipedunctdaは、､。
　　　　　　　　　　　　　　　heteroかhylla(Ｌ)
　．Rhododendron ka。npferi
　　　£4
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